
　私たちは雪が降ることでスキーなど、楽しく遊ぶ

ことができますが、激しい風と一緒に降ってくる雪

は時々大変な悪さをすることがあります。

　平成25年３月２日には全道的に暴風雪となり、吹

きだまりや局地的な大雪により９名の方が亡くなる

痛ましい災害が発生しました。

　このような災害をもたらす暴風雪は「強い冬型の

気圧配置」と「発達した低気圧」のときに発生しや

すくなっています。特に「発達した低気圧」の前兆

として、前日に気温が高く暖かいことが多くなりま

す。これからの季節は、気温が高く天気の良い日は、

大荒れの前触れかも知れませんので、気象情報で天

気を確認するよう心がけましょう。

　暴風雪の被害としては、「吹き溜まり」、「暴風や視

界不良による歩行困難」、「暴風による飛散物」、「停

電」等が考えられますので、目的にあった備えをし

ておきましょう。

暴風雪の遭遇してしまうと、

〇ホワイトアウトにより方向感覚がなくなり、自分

の場所が分からなくなる

〇車が動かなくなる

〇むやみに移動すると更に危険となる場合があるの

で、助けを求めても救助が困難な場合が多くなり

ますから、その場で自分自身の身を守ることにな

ります。

　一番の方策は外出を控えることですが、暴風雪に

遭遇した場合はその場にとどまってやり過ごす、む

やみに動かずに天候が回復するまで待つことも方策

のひとつです。最新の気象情報を入手して、暴れる

雪から身を守ってください。

◎問い合わせ先

　旭川地方気象台　緯 0166－32－7102

　ホームページアドレス

　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊｍａ－ｎｅｔ．ｇｏ．ｊｐ/ａｓａｈｉｋａｗａ/

　例年、これからの時期は、突然の降雪、吹雪によ

る視界の悪化が原因の交通事故や路面凍結など路面

状況の変化によるスリップ事故が発生する恐れがあ

ります。車間距離を十分にとり、安全なスピードで

常に危険に対応できる運転を心掛けましょう。

■ドライバー、同乗者の皆さんへ

○住宅地や学校の近く、商店街など、道路脇に雪山

がある場合には、その陰から横断してくる歩行者

に備えた運転をしましょう。また、吹雪や雪煙の

中を横断する歩行者にも注意しましょう。

○冬道の交差点付近は非常に滑りやすいアイスバー

ンになっています。いつでも停止できる態勢で交

差点に接近し、安全を確かめて走行することが大

切です。

○下り坂やカーブの手前では、あらかじめ十分に減

速しましょう。

○急ブレーキ、急ハンドル、急加速など「急」の付く

運転をしないよう心がけましょう。

○「疲れ」や「眠気」を感じた時は、運転を中止して

休憩し、居眠り運転などによる交通事故を防止し

ましょう。

○シートベルトは生死を分けるもしもの時の命綱で

す。「近所までだから」、「慣れている道だから」と油

断せず、後部座席を含めた全ての座席でシートベ

ルトを必ず着用しましょう。また、６歳未満の幼

児を乗車させるときは、必ずお子様の体格にあっ

たチャイルドシートをしっかりと取り付け、ゆる

みなどが生じないように正しく着用させましょう。

○デイ・ライト（昼間点灯）や早め点灯は自らの安全

意識を高めるとともに車の存在を他の車両や歩行

者、自転車の利用者に知らせるものであり、率先

して実践しましょう。

○夜間、先行車や対向車がいないときは、ライトを

ハイビームにしましょう。

■歩行者の皆さんへ

○道路を横断するときは左右をしっかり確認し、無

理な横断は絶対にやめましょう。

○信号のある場所では必ず信号を守り、安全に横断

しましょう。

○夜間に外出するときは、明るい色の服装と夜光反

射材を着用しましょう。

○道路を横断しようとしている子どもや高齢者を見

かけたときは、積極的に声をかけるなど、安全に

誘導してあげましょう。

○道路やその付近で遊ぶ子どもを見かけたときは、

安全な場所で遊ぶように声をかけ、子どもを交通

事故から守りましょう。

◎問い合わせ先

　環境生活部くらし安全局道民生活課

　交通安全グループ

　緯 011－204－5219　ＦＡＸ 011－232－4820

冬道の安全運転

「楽しい雪と暴れる雪」
～暴風雪は危険がいっぱい～

20


